
脱
炭
素
・
省
Ｃ
Ｏ
２

普
及
促
進

環
境
省

循
環
学
会
廃
棄
物
処
理
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

通
常
国
会
で
法
案
審
議
・
成
立
へ

全
管
連
は
予
算
・
人
員
確
保
を
要
望

環
境
省
と
一
般
社
団
法
人

廃
棄
物
資
源
循
環
学
会
（
大

迫
政
浩
会
長
）
は
３
月
６

日
、
東
京
・
港
区
の
航
空
会

館
で
「
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
脱
炭
素
・
省
Ｃ

Ｏ
２
対
策
普
及
促
進
に
係
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
共
同
で

開
催
し
た
。
会
場
に
は
約
３０

名
が
参
集
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
約
３
０
０
名
が
視
聴
。
各

地
域
の
先
進
的
事
例
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
展

望
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
意
見

交
換
を
繰
り
広
げ
た
。

２
０
５
０
年
ま
で
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に

向
け
て
一
般
廃
棄
物
の
収
集

運
搬
や
焼
却
・
埋
め
立
て
処

分
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の

大
幅
な
排
出
削
減
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
環
境

省
は
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

地
域
循
環
共
生
圏
の
形
成
や

廃
棄
物
処
理
工
程
の
効
率
化

・
省
力
化
に
関
す
る
実
証
事

業
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

当
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
冒
頭
、
大
迫
会
長
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
廃
棄
物
分
野
の
脱
炭
素
・

省
Ｃ
Ｏ
２
対
策
は
地
方
自
治

体
の
取
り
組
み
が
焦
点
と
な

る
。
各
地
域
の
先
進
的
事
例

を
課
題
解
決
の
参
考
に
し
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
、
積
極
的

な
取
り
組
み
を
促
し
た
。

続
い
て
工
藤
喜
史
環
境
省

廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
課
総

括
補
佐
が
脱
炭
素
の
廃
棄
物

施
策
を
説
明
。
ま
た
田
中
和

之
佐
賀
市
環
境
部
施
設
機
能

向
上
室
長
が
地
域
バ
イ
オ
マ

ス
利
活
用
に
よ
る
清
掃
工
場

運
用
、
山
口
浩
真
庭
広
域
廃

棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同

組
合
事
務
局
次
長
が
バ
イ
オ

ガ
ス
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
精
製

と
真
庭
市
の
生
ご
み
収
集
車

へ
の
利
用
、
井
伊
亮
太
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

㈱
室
長
が
地
方
公
共
団
体
実

行
計
画
廃
棄
物
分
野
ガ
イ
ダ

ン
ス
案
な
ど
を
紹
介
し
た
。

こ
の
あ
と
廃
棄
物
分
野
の

脱
炭
素
化
の
展
望
と
課
題
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
。

政
府
は
３
月
７
日
、
厚
生
労
働
省
が
所
管
す
る
水
道
行
政
を
国
土
交
通
省
、
水
質
基
準
関
係
業
務
を
環
境
省
に

移
管
す
る
「
生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
」
を
閣
議
決
定

し
た
。
今
通
常
国
会
で
の
法
案
審
議
・
成
立
を
経
て
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
、
新
体
制
に
移
行
す
る
予

定
だ
。
水
道
工
事
業
者
で
組
織
す
る
全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）
は
水
道
行
政
の
全
面

的
移
管
に
あ
た
っ
て
予
算
や
人
員
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
る
。

水
道
行
政
の
移
管
に
つ
い

て
は
昨
年
秋
に
政
府
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
が
感
染
防
止
対
策
を

強
化
す
る
た
め
、
厚
労
省
の

水
道
関
連
業
務
を
国
交
省
と

環
境
省
に
移
管
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
た
。
厚

労
省
の
業
務
範
囲
を
縮

小
し
、
感
染
症
対
策
や

社
会
保
障
、
雇
用
対
策

な
ど
に
集
中
さ
せ
る
の

が
狙
い
だ
。

水
道
行
政
の
移
管
を

盛
り
込
ん
だ
今
回
の
法

案
に
よ
っ
て
水
道
法
な

ど
で
定
め
ら
れ
た
行
政

事
務
の
う
ち
水
道
の
整

備
・
管
理
は
国
交
省
、

水
道
水
質
基
準
の
策
定
・
管

理
は
環
境
省
の
所
管
業
務
と

な
る
。
国
交
省
へ
の
業
務
移

管
は
上
下
水
道
な
ど
社
会
資

本
の
一
体
的
な
整
備
、
環
境

省
へ
の
業
務
移
管
は
水
環
境

保
全
な
ど
の
観
点
か
ら
決
定

さ
れ
た
。

今
通
常
国
会
で
法
案
が
成

立
す
る
と
、
国
交
省
と
環
境

省
は
関
係
審
議
会
の
新
設
や

所
管
事
務
の
見
直
し
な
ど
に

着
手
す
る
。
ま
た
水
道
を
公

共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

費
国
庫
負
担
や
社
会
資
本
整

備
重
点
計
画
法
の
対
象
に
加

え
、
災
害
対
応
の
強
化
な
ど

と
連
動
し
た
効
率
的
・
計
画

的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
加
速

し
て
い
く
。

国
交
省
は
所
管
し
て
い
る

下
水
道
と
併
せ
て
上
下
水
道

行
政
を
一
手
に
担
う
こ
と
に

な
り
、
新
た
に
水
道
事
業
の

認
可
・
指
導
・
監
督
や
施
設

基
準
の
策
定
、
国
庫
補
助
を

は
じ
め
と
す
る
施
設
整
備
な

ど
を
担
当
す
る
。
と
く
に
老

朽
化
し
た
施
設
の
修
理
・
更

新
や
災
害
対
応
の
迅
速
化
・

高
度
化
な
ど
に
一
段
と
拍
車

を
か
け
る
見
通
し
だ
。
下
水

道
行
政
を
担
う
水
管
理
・
国

土
保
全
局
に
水
道
担
当
部
署

を
設
け
る
方
向
で
組
織
的
な

調
整
を
進
め
て
い
く
。

環
境
省
は
水
質
保
全
に
関

す
る
業
務
を
担
当
し
、
専
用

水
道
や
飲
用
井
戸
、
給
水
装

置
の
水
質
基
準
な
ど
に
国
交

省
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
と
み
ら
れ
る
。
登
録
検

査
機
関
や
指
定
検
査
機
関
の

登
録
に
つ
い
て
も
両
省
で
協

議
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
。

水
道
行
政
の
移
管
に
あ
た

っ
て
全
管
連
は
２
月
１５
日
、

東
京
・
千
代
田
区
永
田
町
の

自
民
党
本
部
で
開
か
れ
た
自

民
党
水
道
事
業
促
進
議
員
連

盟
（
田
村
憲
久
会
長
）
の
第

１９
回
総
会
に
出
席
し
、
藤
川

会
長
が
「
水
道
行
政
の
移
管

に
際
し
て
の
予
算
・
体
制
確

保
及
び
業
界
振
興
施
策
の
充

実
に
関
す
る
要
望
書
」
を
田

村
会
長
に
手
渡
し
た
。
令
和

６
年
度
か
ら
水
道
行
政
の
大

半
が
移
管
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
予
算
・
人
員

の
確
保
な
ど
管
工
事
業
界
に

配
慮
し
た
絶
大
な
支
援
を
訴

え
て
い
る
。

斉藤国交相

藤川全管連会長

西村環境相

田村議連会長

対面・オンライン併用で開催

大迫会長
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